
【別紙１】

平成26年2月27日（木）

12:45～13:00（15分）

13:00～14:00（60分）

14:00～14:45（45分）

14:45～14:55（10分）

14:55～16:25（90分）

16:25～16:30（5分）

16:30～17:00（30分）

17:00～19:30（150分）

平成26年2月28日（金）

08:50～09:00（10分）

09:00～9:45（45分）

9:45～10:25（40分）

10:25～10:30（5分）

10:30～12:00（90分）

12:00～13:15（75分）

13:15～14:10（55分）

14:10～14:50（40分）

14:50～14:55（5分）

14:55～15:40（45分）

15:40～15:50（10分）

15:50～17:00（70分）

17:00～

【パネルディスカッション②】
　テーマ：　「スマホは世界への扉。安全な利用に必要なこと？」
　コーディネータ：　西本　逸郎 氏（一般社団法人日本スマートフォンセキュリティ協会　事務局長）
　パネリスト：　木暮　祐一 氏（青森公立大学 経営経済学部 地域みらい学科　准教授）
　　　　　　　　　七條　麻衣子 氏（公益財団法人ハイパーネットワーク社会研究所　主任研究員）
　　　　　　　　　長谷川　長一 氏（株式会社ラック　セキュリティアカデミー　プロフェッショナル・フェロー）

【意見交換会：ホテル椿館 本館】 （愛媛県松山市道後鷺谷町5-32）

※　今後の調整により講師・講演時間等が変更になる場合があります。

【昼食】 ※昼食の御用意はありません。

【ナイトセッション総括パネル】
　テーマ：　調整中
　コーディネータ：　森井　昌克 氏（神戸大学大学院　教授）
　パネリスト：　ナイトセッション各司会

【講演④】
　テーマ：　「総務省における情報セキュリティ政策の最新動向」
　講　師：　赤阪　晋介 氏（総務省情報流通行政局情報流通振興課　情報セキュリティ対策室長）

【閉会あいさつ】
　総　括：　森井　昌克 氏（神戸大学大学院　教授）
　閉会あいさつ：　小林　真也 氏（実行委員会委員長、愛媛大学大学院　教授）

【会場移動】

【講演⑤】
　テーマ：　「日本語入力におけるオンライン機能にかかわる問題」
　講　師：　齋藤　衛 氏（株式会社インターネットイニシアティブ　セキュリティ情報統括室　室長）

【休憩】

プログラム

【オリエンテーション】

【講演②】
　テーマ：　「サイバー犯罪に関する最近の刑法改正について」（仮題）
　講　師：　園田　寿 氏（甲南大学法科大学院 教授）

【休憩】

【講演③】
　テーマ：　「SSL/TLSサーバの公開鍵証明書で使われるRSA公開鍵の安全性について」
　講　師：　盛合　志帆 氏（独立行政法人情報通信研究機構　セキュリティ基盤研究室長）

【休憩】

【パネルディスカッション①】
　テーマ：　「モバイル関連ビジネスと安全・安心」（仮題）
　コーディネータ：　関　啓一郎 氏（東京大学公共政策大学院　教授）
　パネリスト：　木下　剛 氏（シスコシステムズ　専務執行役員）

玉田　康人 氏（総務省総合通信基盤局　消費者行政課長）
寺田　眞治 氏（株式会社オプト　プロジェクト・マネージャ）
中山　俊樹 氏（株式会社ＮＴＴドコモ　執行役員）　 　　　　　（50音順）

【休憩】

【ナイトセッションプレゼン】
　ナイトセッション各司会による問題提起・プレゼンテーション

19:30～21:30

【ナイトセッション：ホテル八千代】 （愛媛県松山市道後多幸町6-34）
　１．テーマ：　「情報セキュリティ人材育成を考えていこう」
　　　司　会：　猪俣　敦夫 氏（奈良先端科学技術大学院大学）、花田　経子 氏（新島学園短期大学）
　２．調整中（司会は大学・民間の専門家・研究者を予定）
　３．調整中（司会は大学・民間の専門家・研究者を予定）

【会場移動、夕食等】 ※夕食の御用意はありません。

【講演①】
　テーマ：　「政府における情報セキュリティ政策の動向」
　講　師：　谷脇　康彦 氏（内閣官房情報セキュリティセンター　副センター長）

情報セキュリティシンポジウム道後２０１４　プログラム（案）

プログラム

【開会あいさつ】
　大会委員長　田崎　三郎 氏（愛媛大学・尾道大学　名誉教授）　他

【基調講演】
　テーマ：　　「セキュリティの未来　～スマホ・セキュリティで守りから攻めへ～」
　講　師：　安田　浩 氏（一般社団法人日本スマートフォンセキュリティ協会　代表理事・会長、
　　　　　　　　　　　　　　　東京電機大学　未来科学部　学部長）

テーマ：「そこで何が起こっているのか、そして我々は何ができるのか！？」


	プログラム案

